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　イタリア・トスカーナ地方のフィレンツェを基盤に、14世紀
ころからヨーロッパ中で銀行業や商業を営み、莫大な富を築い

たメディチ家。各地の文物を収集していたメディチの手は、大

西洋の向こうにまで伸びた。表紙写真は、古代アステカのモザ

イク面（16世紀初頭、ミシュテカ・プエブラ様式）。1533年の
メディチ家目録に、「トルコ石を木に貼ったインディアのマスク」

とある。スペインによるアステカ征服（1521年）の余燼くすぶ
るメキシコから、ヨーロッパに渡来したものであろう。大きく

開いた蛇の口からアステカの火神シウコアトル「火の蛇」が顔

を出している。古代アステカ文化を伝える貴重な非文字資料と

いうだけでなく、ヨーロッパのアメリカ大陸認識史を考える手

がかりにもなる。この面は、メディチ家が18世紀に断絶しての
ち、19世紀までフィレンツェ硬石作業所倉庫でたなざらしにな
っていたという。現在はローマの国立ルイジ・ピゴリーニ先史

学民族誌学博物館蔵。�

表 紙 写 真 説 明 �
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